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要　旨

福島県文化財センター白河館では、考古資料の保管及び文化財の保存・活用に関する調査研究の一環として、

収蔵資料の理化学的分析を実施している。

2021年度は、荒小路遺跡出土土偶をはじめとした縄文時代の土偶や、角間遺跡出土アスファルト塊などを

対象に X 線 CT 撮影による構造調査を実施した。調査の結果、土偶作成時の粘土の接合痕などが観察でき、製

作技法解明の一助となるデータを得ることができた。また、その成果を土偶づくり講座や常設展示において活

用した。
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１　はじめに

福島県文化財センター白河館では、2019～2023

年度の事業計画の一つである考古資料の保管及び文

化財の保存・活用に関する調査研究の一環として、

収蔵資料の理化学的分析を実施している。

2019年度から2021年度までの収蔵資料調査は、

特に X 線 CT 撮影による構造調査に重点をおいてお

り、2019年度に対象資料・調査項目の選定、2020

年度に主に笊内古墳群出土馬具の X 線 CT 撮影と蛍

光 X線分析を実施してきた。

2021年度は、荒小路遺跡出土土偶をはじめとし

た縄文時代出土土偶や、角間遺跡出土アスファルト

塊のほか、金属質遺物、土器、木器など計９点につ

いて、適切な保管方法の選択を目的に構造調査を

行った。

特に土偶の構造調査については、X 線透過撮影や

ガンマ線による調査のほか、近年は X 線 CT 撮影に

よる調査が行われているが ( 宮内ほか2006年、佐

藤2019年など )、その数は全体の出土数からすると

少ない。今回は、文化財センター白河館所蔵の土偶

の中でも、縄文時代出土かつ残存率の良い土偶５点

について調査を行い、内部構造の観察及び夾雑物の

有無について確認することとした。

また縄文時代出土アスファルトも同様に、内部構

造調査はほとんど行われていない。

本稿は、2021年度の調査結果について報告する

ものである。

２　調査の方法

分析資料の一覧は表１の通り。
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写真１　高出力ＣＴ装置（テスコ株式会社製 TXS-CT300）

表１　2021 年度理化学分析資料一覧



X 線 CT による撮影は、福島県ハイテクプラザ設

置の高出力 CT 装置 ( テスコ株式会社製 TXS-CT300)

により行った。測定は、主に管電圧260㎸、管電流

200㎂とし、資料により適宜変更した。CT 像の再構

築、表示、観察は Tomoshop viewer ( 株式会社緑野

リサーチ製 )において行った。

３　結果 

資料№１～５の出土土偶については、いずれも目

立った夾雑物等は確認できなかった。しかし、内部

構造について製作時の粘土接合痕が良く観察でき、

製作技法解明の一助となるデータが得られた。

資料№２ 荒小路遺跡出土土偶の断層画像を観察

すると、大きく頭部、胴部、肩部、脚部の4つに分

かれていることが確認できた (第１図 )。

胴部は粘土棒を芯として整形しており、脚部との

接合部分には空洞が発生している。頭部は細かく粘

土を貼りつけ整形している様子がわかる。また、脚

部は粘土棒を折り曲げて作成した痕跡が確認でき

た。

資料№３ 弓手原 A 遺跡出土土偶については、頭

部、胴部、首の部位があり、胴部のへこみに首部位

をはめ込み接合していることが分かった(第２図)。

頭部と胴体には亀裂が入っているため、頭部と首

部位が分割しているのか、一体となっているかは今

回の調査では明確に判明しなかった。

同様に、首部位が埋め込まれるように存在する事

例は佐藤2019ほかの報告がある。

資料№４ 柴原 A遺跡出土土偶は、頭部、首、肩、

胴部、脚部、足裏を接合しているように見える (第

３図 )。

資料№６ 角間遺跡出土アスファルト塊入り土器

については、内部に透過率の低い微細な粒が少量確

認できた。透過率の違いから、鉱物ではないと推測

する。筆者が2018年にアスファルト塊の調査を行っ

た際も、同様に鉱石ではない微細な粒を確認してい

る。これについては今後も調査が必要である (第４

図 )。それ以外の部分はほぼ均一で、乾燥によるも

のと考えられる亀裂等が確認できた。

資料№７ 桜町遺跡出土土器は、内部の夾雑物の

状態を確認することができた。また、土器外面の種

子痕跡を三次元画像にて確認することができた。

資料№８ 鶴沼 C 遺跡出土木器は、保存処理が完

了した曲物部品であり、樹皮が残存している資料で

ある。観察の結果、樹皮による綴りが明確に観察す

ることができた。

資料№９ 西原遺跡出土古銭は、数十枚の古銭が

重なり合って出土しており、肉眼では１枚毎の種類

等詳細は不明であった。今回の調査で、古銭はすべ

て寛永通宝であると判明した。また、枚数は合計で

14枚であった。

４　分析結果の活用

今回の調査の結果は、文化財センター白河館にお

いて開催した令和３年度実技講座「土偶づくり」に

おいて活用した。

講座では、資料№１ 荒小路遺跡出土土偶の CT 像

をスクリーンに示しながら、粘土の接合状態につい

て目視で確認し土偶を製作した。

そのほか、常設展示室内に設置したミニ展示コー

ナーにおいて出土土偶とX線CT像を同時に展示し、

県民に調査成果を広く公開した。
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５　おわりに

2021年度の理化学的分析結果として、以上の成

果が得られた。X 線 CT 撮影は、非破壊で資料の内

部構造を把握することができ、また詳細な断層像を

得ることができるため、考古資料の観察に適してい

ると考える。今後は、今回調査できなかった土偶の

ほか、木質遺物等の調査も行う方針である。
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写真２　令和３年度実技講座「土偶づくり」の様子
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第１図　荒小路遺跡出土土偶 X線 CT 像

第２図　弓手原 A遺跡出土土偶 X線 CT 像
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第３図　柴原 A遺跡出土土偶 X線 CT 像

第４図　角間遺跡出土アスファルト塊 X線 CT 像


